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令和8年6月1日 第1887号裁 半|」 所 時 報

’
記事最高裁判所裁判例要旨

◎叙位・叙勲（3月分、死亡者のみ）民事

○労働者が使用者に対し一時金相当額を不

法行為に基づく損害賠償として請求する

ことはできないとされた事例

別紙「叙位・叙勲（令和8年3月、死亡者のみ）」の

とおり

◎人事異動
令 和 6年（受）第 23 9 9 号

令 8 ． 2 ． 1 3 二 小 判

一部破棄自判、一部却下、一部棄却

裁判集民273号本誌188 1号

神戸地方裁判所判事

大阪高等裁判所判事

依願退官

神戸地方裁判所判事

東京簡易裁判所半|｣事

渡部五郎

大西直樹

竹田 亨

(以上4月30日）

労働者が､労働契約に基づき一時金の支払を求める具

体的請求権を有していたことを前提とした上で､専ら一

時金が支払われなかったことをもって不法行為に該当

すると主張するという事情の下では、労働者は、使用者

に対し､使用者による一時金の支払債務の不履行を理由

として､一時金相当額を不法行為に基づく損害賠償とし

て請求することはできない。

定年退官

山口簡易裁判所判事 三津川 昇

(5月1日）

依願退官

千葉家庭・地方裁判所判事 高畑桂花

(5月6日）

中垣内健治金沢簡易裁半ll所判事

定年退官

福島簡易裁判所半|｣事

ー 『

久保田祐司

(以上5月11日）

福島簡易裁判所判事

仙台簡易裁判所半|｣事 池田 敬

(5月12日）

定年退官

東京簡易裁判所判事 木田正彦

(5月13日）

定年退官

大阪簡易裁判所判事 新屋眞宏

(5月14日）

定年退官

岩見沢簡易裁判所判事 辻 好信

（5月15日）

谷山暢宏

’
大分地方・家庭裁判所判事補

大分家庭・地方裁半|｣所判事

大分地方・家庭裁判所判事 金築昌子

(以上5月16日）

定年退官

大阪簡易裁判所判事

依願退官

大阪地方裁判所判事

小西義博

植村-t

(以上5月17日）
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裁 判 所 時 報 令和8年6月1日 第1887号

最
高

裁
判

所
規

則
◎
民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
及
び
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
新
旧
対

照
条
文

《
事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て
》

新
旧
対
照
条
文
Ⅱ
別
添
４
の
と
お
り

標
記
の
規
則
（
令
和
八
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
九
号
）
が
、
令
和
八
年
五
月
十
四
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。

法
律

等
こ
の
規
則
は
、
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五
十
二
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
等
を
行

◎
裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

っ
た
も
の
で
す
。

（
令
和
八
年
五
月
七
日
公
布

法
律
第
一
四
号
）

こ
の
規
則
は
、
本
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

標
記
の
法
律
は
、
令
和
八
年
五
月
七
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

◎
事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

こ
の
法
律
は
、
家
庭
事
件
処
理
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
を
十

（
令
和
八
年
五
月
一
四
日
公
布

最
高
裁
判
所
規
則
第
九
号
）

人
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
を
図
る
た
め
、
裁
判
所
事
務
官
を
二
人
そ
れ
ぞ
れ
増

員
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
事
務
を
合
理
化
し
、
及
び
効
率
化
す
る

規
則
Ⅱ
別
添
１
の
と
お
り

こ
と
等
に
伴
い
、
技
能
労
務
職
員
等
を
百
三
十
八
人
減
員
し
、
以
上
の
増
減
を
通
じ
て
、

裁
判
官
以
外
の
裁
判
所
の
職
員
の
員
数
を
百
二
十
六
人
減
少
す
る
も
の
で
す
。

◎
事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
条
文

法
律
Ⅱ
別
添
５
の
と
お
り

新
旧
対
照
条
文
Ⅱ
別
添
２
の
と
お
り

政
令

最
高

裁
判

所
規

程

◎
民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
及
び
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
令
和
八
年
四
月
二
二
日

最
高
裁
判
所
規
程
第
二
号
）

規
程
Ⅱ
別
添
３
の
と
お
り

標
記
の
規
程
（
令
和
八
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
二
号
）
が
、
令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
規
程
は
、
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五
十
二
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
及
び
事
件
記
録
等
保
存
規
程
に
つ
い
て
所
要
の

整
備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

’

《
民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
及
び
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
》

内
閣
は
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
一
日
と
す

る
。

◎
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

（
令
和
八
年
五
月
七
日
公
布

政
令
第
一
五
六
号
）

I
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令和8年6月1日 第1887号裁 半|」所 時 報

民
事
事
件
等
に
関
す
る
手
続
に
お
い
て
用
い
る
識
別
符
号
の
付
与
等
に
関
す
る
規
則
第
一

条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
事
項
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
最

高
裁
判
所
が
定
め
る
方
法
及
び
同
規
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
最
高
裁
判
所
が
定
め
る

者
を
定
め
る
件
（
令
和
八
年
最
高
裁
判
所
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た

の
で
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
五
月
一
五
日

最
高

裁
判

所

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
規
則
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
者
が
法
人
共
通
認
証
基
盤
（
法
人

そ
の
他
の
者
の
申
請
等
が
当
該
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
証
す
る
た
め
の
情
報

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
整
備
及
び
管
理
を
一
元
的
に
行
う
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
利
用
に
お
け
る
識
別
符
号
（
Ｇ
ビ
ズ
ー
Ｄ
プ
ラ
イ
ム
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
の
付
与
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
電
子

情
報
処
理
組
織
を
通
じ
て
当
該
識
別
符
号
及
び
暗
証
符
号
に
よ
り
法
人
共
通
認
証
基
盤

の
認
証
を
受
け
る
方
法

第
三
条
中
「
弁
理
士
」
を
「
次
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

’

司
法
書
士

二
弁
理
士

生ロ

◎
最
高
裁
判
所
告
示
第
六
号

示

〃

|‐
3



(別紙）

叙 位 ・ 叙 勲（令和8年3月、死亡者のみ）
位
勲

階
等氏 名 発令日職 名

正五付

橋 本 昭 夫元日本弁護士連合会副会長 3.4

従五位

富 川 盛 郎元日本弁護士連合会理事 3.5

従五位

瑞双

小早川 動元京都家庭裁判所家事訟廷管理官 3.6

従四位

小松原 正元仙台簡易裁判所判事 q 7
u■ I

正五位

瑞小

西 谷 安 夫元大分家庭裁判所首席家庭裁判所調査官 3. 12

従四位

後 閑 安 治元東京高等裁判所事務局次長 3．17

正五位

堀 内 茂 夫元日本弁護士連合会副会長 3．18

従三位

栗 原 宏 武元大阪家庭裁判所長 3．21

正五位

河 原 昭 文元日本弁護士連合会副会長 3．27

従五付

旭小

大 田 明 登元日本弁護士連合会理事 3．30



裁判所時報第1887号 別添1

◎
最
高
裁
判
所
規
則
第
九
号

令
和
八
年
五
月
十
四
日

事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
関
す
る
規
則
（
令
和
五
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
十
五
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
五

破
産
事
件

再
生
事
件

小
規
模
個
人
再
生
事
件

給
与
所
得
者
等
再
生
事
件

会
社
更
生
事
件

承
認
援
助
事
件

事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

最

吉
｢戸］

裁

判

所



十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
項
中
「
民
事
特
別
上
告
受
理
申
立
て
事
件
」
を
「
民
事
上
告
受
理
申
立
て
事
件
」
に
改
め
る
。

こ
の
規
則
は
、
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
五
月
二

附

貝|」 企
業
価
値
担
保
権
実
行
事
件

船
舶
所
有
者
等
責
任
制
限
事
件

油
濁
等
損
害
賠
償
責
任
制
限
事
件

最
高

裁

判

所
長

官
今

崎
幸

彦

二



裁判所時報第1887号 別添2

事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
関
す
る
規
則
（
令
和
五
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
九
号
）

別
表
第
一
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

十
五 ～
十
四

事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
条
文

事
件
の
種
類

（
略
）

承
認
援
助
事
件

企
業
価
値
担
保
権
実
行
事
件

（
略
）

へ

略
一

新

別
表
第
一
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

十
五

～
十
四 事
件
の
種
類

（
同
上
）

承
認
援
助
事
件

（
新
設
）

（
同
上
） （
同
上
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

旧

- 11-



別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

二

1

五

事
件
の
種
類

民
事
上
告
提
起
事
件

民
事
上
告
受
理
申
立
て
事
件

へ

略
一

へ

略
ー

裁
判
書
の
種
類

へ

略
一

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

二
～
五
（
同
上
）

事
件
の
種
類

民
事
上
告
提
起
事
件

民
事
糊
別
上
告
受
理
申
立
て
事
件

（
同
上
）

裁
判
書
の
種
類

（
同
上
）

－2－



裁判所時報第1887号 別添3

◎
最
高
裁
判
所
規
程
第
二
号

民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
及
び
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
二
日

最
高

裁
判

所

民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
及
び
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
（
平
成
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
企
業
担
保
権
実
行
事
件

第
二
条

事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

別
表
第
一
の
十
五
の
項
を
吹
の
よ
う
に
改
め
る
。

企
」
を
「
企
業
担
保
楢
実
行
事
件

企
業
価
値
担
保
横
実
行
事
件

十
五

破
産
事
件

再
生
事
件

小
規
模
個
人
再
生
事
件

給
与
所
得
者
等
再
生
事

件会
社
更
生
事
件

承
認
援
助
事
件

企
業
価
値
担
保
権
実
行

事
件

船
舶
所
有
者
等
責
任
制

限
事
件

（
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
改
正
）

に
改
め
る
．

五
年

破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
原
本

破
産
債
権
者
表

再
生
債
権
者
表

更
生
債
楢
者
表
及
び
更
生
担
保
楢

者
表

配
当
債
権
者
表

破
産
法
第
百
七
十
八
条
第
一
項

（

同
法
第
二
百
四
十
四
条
の
十
一
第

三
項
に
お
い
て
池
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
査
定
の
決
定
の
原
本

（
異
議
の
訴
え
の
あ
っ
た
も
の
を

二

三
十
年

三
十
年

三
十
年

三
十
年

三
十
年

価 企

附
則

こ
の
規
程
は
、
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
五
月
二

十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

油
濁
等
損
害
賠
償
責
任

制
限
事
件

最
高

裁
判

所
長

官
今

崎
幸

彦

除
く
。

）

三
卜
年

民
事
再
生
法
第
百
四
十
三
条
第
一

項
の
査
定
の
決
定
の
原
本
（
異
礒

の
訴
え
の
あ
っ
た
も
の
を
除
く
。

）
三
十
年

会
社
更
生
法
第
百
条
第
一
項
（
金

融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等

に
関
す
る
法
律
第
六
十
三
条
及
び

第
二
百
二
十
九
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
査
定
の

決
定
の
原
本
（
異
議
の
訴
え
の
あ

っ
た
も
の
を
除
く
。
）

三
卜
年

破
産
法
第
二
百
五
十
二
条
第
一

項

及
び
第
一
一
項
の
免
責
許
可
の
決
定

の
原
本

三
十
年

皿
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剛

民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
及
び
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

第
一
条
関
係
ｌ
民
事
事
件
記
録
符
号
規
程
（
平
成
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
一
号
）

第
二
条
関
係
ｌ
事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
八
号
）

新

劇
轟
寓
一
（
局
一
守
蝕
再
筒
で
例
向
す
る
圧
且
及
び
も
体
●
Ｍ
の
目
可
用
弓
）

｜
■
何
の
梱
岨

一
匠
幽
の
侭
向
田
■
｜
■
角
■
叩
の
自
存
朗
■

－
１

十
四

（

■
〕

十
五

■
且
あ
向

五
匁

■
■
手
冊
同
船
の
弾

再
生
あ
件

の
■
本

三
十
年

小
瓜
■
■
人
頁

主
■
全
田
抱
ｑ
畠

三
十
年

■
侭

頁
生
侭
晦
勾
畏

一
二
十
年

蛤
与
所
御
■
専
頁

更
生
侭
櫓
弓
＆
風
び

主
■
件

更
生
阻
佃
用
■
＆

三
十
年

金
吐
更
主
■
件

腫
出
偵
舟
巧
展

三
十
年

企
哩
圃
回
■
件

■
丘
垂
路
目
七
十
八

金
気
■
■
園
田
竃

昌
馬
一
画
『
岡
王
路

支
偏
■

何
二
百
四
十
四
日
の
十

島
舶
所
頁
己
専
員

一

局
三
咽
に
お
い
て

唖
副
陣
専
再

■
用
す
る
田
曲
を
白

心
眼
町
把
百
Ｍ
田

む
。
）

的
■
定
帥
洩

昼
任
固
顛
な
侍

定
の
■
左
（
■
■
の

属
え
の
あ
っ

た
も
⑩

丑
閃
く
。

』

三
十
年

民
■
再
生
丑
扇
目
四

十
二
昌
踊
一
咽
、
丑

定
の
異
立
の
■
土
（

買
詞
の
脳
え
の
あ
っ

た
ｂ
の
を
脱
ぐ
。
）

三
十
年

表

地
方
裁
判
所

（
略
）

企
業
担
保
権
実
行
事
件

企
業
価
値
担
保
権
実
行
事
件

（
略
）

新

|価 企

園
展
扇
一
（
見
一
●
靴
間
断
で
田
再
丁
ろ
に
四
及
び
■
件
■
岨
の
田
再
扇
■
）

｜
■
件
の
咽
訟

一
厘
曲
の
伺
阿
周
■
｜
｜
あ
件
■
剛
の
■
再
凧

－
１

十
四

（

■
上
）

十
五

■
■
あ
件

五
年
■
且
手
映
固
州
の
識

買
主
も
件

の
■
本

小
皿
砥
■
人
真

生
ご
皿
佃
堀
君
晶

■
件

■
生
信
町
■
長

路
与
願
押
己
専
頁

見
主
佃
庵
句
謡
及
び

生
毎
円

更
生
阻
円
摘
む
晶

金
祉
更
室
■
仲

■
■
蚤
路
目
七
十
八

敢
埋
■
、
■
件

日
Ｂ
一
咽
（
国
王
兎

局
幻
屠
■
巳
辱
長

三
目
四
十
四
国
の
＋

任
明
鋪
■
件

一

見
三
咽
に
お
い
て

油
翠
辱
恨
■
咽

頂
■
周
す
る
旧
合
奄
全

量
唖
酎
隈
あ
件

じ
‐
）

の
宝
立
の
覗

互
の
屈
本
（
■
■
の

Ⅸ
え
の
あ
丁

た
ら
⑲

を
脆
く
・
）

民
■
貝
宝
玉
■
回

四

十
三
国
扇
二
期

の
■

ｘ
の
浜
宜
の
■

な
（

■
■
の
慨
え
の
あ
っ

た
も
の
正
伽
く
。
）

別
表

地
方
裁
判
所

（
同
上
）

企
業
担
保
権
実
行
事
件

（
新
設
）

（
同
上
）

■
件
の
咽
馴

旧

18

あ
件
■
剛
の
■
再
凧
一

二

三
十

年

三
十
な

一
二
十
匁

三
十
江

三
十
匁

一
二
十
年

企

十
六
１

二
十

九

（

里
）

■

十
六
１
二
十
九

二
呈
上
〕

二
呈
上

t〃凶 の ち ■ ●

一 M

咽 更
へ 亜

合 呈

■ 鬼

間 目

間 ■

・
頁
童
阜
凶
①
側

・
に
田
す
る
辿
途

露
十
三
畠
及
び
寛

一
二
十
九
日
に
お

『
■
扇
す
る
咀
自

牌通

り ザ
⑩ ■

“
■
五

一
（
五

一
つ

た

三
十
可

一
五
十

一
十
■

二
目

い
て

そ
食

の
現

■
の

ｔ
⑩

■
且

二
■

二
咽

興
士 1

ー UJ _ 9

の の 箆 玉 モ 肌 左 也 ■ 二 十l二 見 咽 ■

■ 丸 一 鷹 町 え の 用 十 三 船 室 へ 孟

芯 畳1凸 こ ぐ 町 ■ ー T 九 日 7 ￥ 企 吸自
目
巳

■
■
聞

旧
の
Ｈ

る
ゑ
由

及
び
路

■
に
お

る
■

台

の
正
江

本
（
瓦

あ
っ

品

目
五
十

脳
ひ
兎

冊
可
の

一
十

町

一
十
虹

■I U■ I■ 一

『q 昂

⑭ E
凸 一

迂 融 互 画

麓 え の
F 品 ■ ー

[ ■■
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第
二
条
中
「
二
万
千
六
百
六
十
六
人
」
を
「
二
万
千
五
百
四
十
人
」
に
改
め
る
。

裁
判
所
職
員
定
員
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

こ
の
法
律
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
又
は
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

則


